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　Abstract : The effect of soi】application of rutin solution on the growth and mineral absorption

was carried out with cucumber and tomato seedlings･

　1. The results from the elTect of soil application of rutin solution at concentrations of 0，10‾4，

2×10-４ ０ｆDecaAce foliage agent to cucumber seedlings grown in soil with all combination･of

two level phosphate and two level calcium showed that heavy calcium application suppressed the

growth and soil application of rutin solution promoted in all plots.

　Phosphate absorption by soil application of rutin was remarkably increased from the soil of light

application of phosphate comparing with that of heavy application.

　2. The effect of soil application of rutin at concentration of 0，10-4，10-3，2×10-3 to tomato

seedlings and early yield after transplanting was investigated.

　The growth of seedlings was suppressed by soil application corresponding with higher concentra-

tion, followed by lower yield in the plot of heavy fertilizer.

　Rutin application to seedlings in soil of light fertilizerresulted in high yield in spite of suppressed

growth except for seedlings receiving 10-4 diluted solution of DacaAce.

　3. With cucumber seedlings grown in sand culture of different concentrations of NPK using

Ca(NO.,)2, KH2PO4, the effect of solvent of rutin was investigated.

　Soil application of rutin solution at 5 ppm which were dissolved with methano】，１ Ｎ NAOH,

ammoniacal water was compared with comparable concentration of DecaAce and water.

　A11 solvent of rutin promoted the growth and mineral absorption except for ammoniacal water

which was toxic for roots of cucumber.

　ルチン溶液を葉面散布し，その効果をメロン，スイカ，ナス，サツマイモ，枝豆を供試して検討

してきた(1-5)。その効果か見かけの同化量の増加によるものであることを報告した。

　またセルリー(6)を供試し，ジベレリンとの混用散布によってジベレリン単独散布より効果の高い

ことを認め，ルチンがジベレリン作用を強化する結果であることを報告もした。さらにナスの実験

(3)ではホルモンの単花処理時ルチンを添加することにより果実肥大を促進することも報告し，植物
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ホルモン類を強化する作用のあることか考えられた。へ　ヶ。・

　水耕したナスを供試した葉面散布テストは著しく,養分吸収，水分吸収を高め，その結果地上部の

生育を促進することにっいても報告(７)した。　　　　√　　　≒

　今回はルチン溶液を土壌あるいは砂に施用し，その効剰とっいてテｚ卜したので報告する。

　　　　　　　　　　　　１．第１実験　生育に及ぼす施肥及びルチジかん注の影響

　材料及び方法　ときわ光３号Ｐ型キュウリを９月14日に砂床にまき，発芽をまって15cmポリ

ポットに９月20日鉢上げした。　　　　　　　　　　　‥‥‥｀’･゛　　　　　　　　　　

I　　　●　　･l
　育苗時の床土の施肥との関連を見るために，リソ酸必２，すkg/ａ。苦土石灰を10, 40 kg/a の

組合せ処理を行った。過リン酸石灰と苦土石灰で土とパーク｀力丿対ト（Ｖ/Ｖ）の割合の床上に施用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「･　　　　　■　　　　。した。なおチッソ，カリは硫安，硫加でそれぞれ2 kg/a の割合で施した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●I　　　ゝ●lj　－　苗はハウス内で育苗し，本葉２枚及び４枚時にルチン入り複合液肥（商品名デカエース）の0，

10,000倍, 5,000倍液を１鉢当り100mlずつ施した。　なお育苗中各鉢に住友液肥１号の250倍液今

１鉢当り100ml施用した。他に適宜かん水，消毒を往いぐ生竃の万今今期した。

　10月21日に採取し，生育調査するとともに分析に供した。　　，･
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Fig. 1. Effect of soil application of rutin solution ｏｎ､､thegrowth in cucumber

　　seedlings grown in nursery bed treated with differ々nt pho!sphat･やand calcium.
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　結果（1）地上部の生育に及ぼす影響

　Fig. 1に見られるとおり，リン酸施肥量によって著しい影響は見られなかったが，石灰施肥量

が多いと生育が抑制される傾向か見られた。しかしどの処理区でもルチン溶液のかん注により生育

が促進されたが，石灰施肥量の少ない区においてその効果が著しかった。

　またリン酸施肥量の多い場合ルチン溶液かん注効果が少い場合にくらべて低下する傾向が見られ

た。

　ルチン溶液の濃度においては10,000倍液より5,000倍液においてやや効果が高いように思われ

た。

　（2）体内成分に及ぼす影響

　Table 1 に見られるとおり，ルチン溶液のかん注によりチッソ，リン酸，カリについて含有率が

高くなる傾向が見られたが，石灰，苦土については一定の傾向は見られなかった。

　ルチンのかん注濃度の影響については明らかでなかった。ただカリについては高濃度のかん注に

よって高まる傾向が見られた。

Table l. EffectがsoiI　applilcatｉｏｎ　ｏｆ　ｒｕlin　ｓｏｂぷ０７１０７１匝ｅ ｍｉｎｅｒal　ｃひｎｎｐｏｓitｉｏｎ　ｈｉ

　　ｃｌにｕｍｂｅｒｓｅｅｃＵｉｎｇｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Percent on dry weight)

Fertilizerused
Soil application
cone. * Ｎ　　　　　Ｐ　　　　　Ｋ　　　　　Ca　　　　Mg

一Ca- P

　　0

　　10-4

2×104’

3.88　　　　0.58　　　　3.23　　　　1.47　　　　0.51

4.11　　　　0.96　　　　4.96　　　　1.38　　　　0.47

4.03　　　　0.65　　　　4.54　　　　1.60　　　　0.49

十Ca一Ｐ

　　0

　　10°4

2×10-"

3.58　　　　0.57　　　　3.37　　　　1.77　　　　0.52

3.65　　　　0.58　　　　3.38　　　　1.78　　　　0.51

3.96　　　　0.60　　　　3.69　　　　1.66　　　　0.51

一Ca十Ｐ

　　0

　　10-4

2×10-"

3.41　　　　0.60　　　　3.14　　　　1.68　　　　0.54

3.52　　　　0.64　　　　3.43　　　　1.76　　　　0.46

3.47　　　　0.63　　　　3.61　　　　1.45　　　　0.47

十Ca十Ｐ

　　0

　　10‾4

2×10-"

3.65　　　　0.60　　　　2.73　　　　1.44　　　　0.53

3.65　　　　0.63　　　　3.38　　　　1.70　　　　0.50

3.88　　　　0.60　　　　3.47　　　　1.66　　　　0.51

　＊　Dilutionof DecaAce foliageagent

　(ろ)リン酸吸収量に及ぼす影響

　リン酸吸収量について調査した結果はTable 2 のとおりで，リン酸施肥量の少ない場合にルチ

ン溶液かん注により吸収量が増加する傾向か著しいか，リン酸施肥量が多い場合はかん注による吸

収量の増加はあまり見られなかった。

　考察　キュウリではルチン溶液のかん注効果が見られた。リン酸の吸収が促進され，他無機成分

も増加したものと考えられ，その結果地上部の生育が促進されたものと思われた。｀

　すでにトマトでリン酸の吸収に伴って他無機成分の吸収か,促されることは報告(8)され，低地温時

のリン酸施肥について注意が喚起されている。
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Ｔａｂ】e 2. Ｅｆｆｅｃt　ｏｆｓoil　ａｐｐｌｉｃａtｉｏｎ　of　ｒｕli･れｓoltぷｌｉｏｎｏｎヽ匝βａｍｏｕｎt　of夕ｈｏｓｐhａlｅ abｓｏｒｐtｉｏｎ

　　(mg/Plant)

Treatment
一Ca-P 十Ca一Ｐ －Ca十Ｐ 十Ca十Ｐ

0　　lO-"　2×10‾4 0　　lO-"　2×10-4 ，0　　lO-" 2×10-4 0　　10“4 2X10-^

Amount ofＰ 34.8　40.7　38.4 32.4　42.9　39.0 37.2　37.8　39.1 34.2　34.7　36.0

Increment in P 5.9　3.6 10.5　6.6 0.6　1.9 0.5　1.8

　　　　　　　　　２．第２実験　苗の生育及び初期収量に及ぼすかん注の影響

　材料及び方法　品種は強力米寿を供試し，２月19日には種し，発芽をまって３月２日に鉢上げし

た。育苗床土は土とパークか１対1（Ｖ/Ｖ）の床土にチッソ，リｙ酸，カリ各要素かそれぞれ2，

4 kg/a を混入し，苦土石灰を15 kg/a を施用した。

　12cmポットを使用して育苗中の４月１日及び10自の２回にわたってデカエースの10,000倍，

1,000倍, 500倍，及び水を鉢当り100mlずつかん注した。

　４月17日に苗の一部を調査するとともに残りはビニール　ハウス内に定植して開花結実せしめ

た。

　開花前日の花をトマトトごン100倍液で単花処理しで着果甘しめた。そして第３花房までの収量

を調査した。

　結果（1）苗の生育に及ぼす影響　　　　　　　　　　　－

　Table 3 に見られるとおり、多肥育苗した苗の生育が少肥育苗φ苗よりも促進され、開花日も促

進された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

　　　　Tab＼３　3. Ｅｆｅｃt　ofｓoil　ａｐｐｌｉｃａｌｉ･０７tof mil･71 ｓoliit､ｉｏｎ０７１tｈｅｇｒｏｗth可如ｍａｌｏ ｓｅｅｄｌｉ､igｓ.

Fertilizer
Soil

application
cone. *

Plant　　　Leaf　　　　Top weight g！　　　Root　　　Date　of

height　　area　　　　　　　　　　　　　　　　weight　　first　flower
　　cm　　　　cm2　　Lea゛9S　Stem　Tota】　　　　g　　opening

Light

　　0

　　10‾4

　　10‾3

2×10‾3

28.8　　　311.7　　8.5　　11.6　　20.1　　　20.5　　　April 14

26.2　　　352.4　　9.9　　10.4　　20.3　　　20.5　　　　　　14

25.3　　　329.5　　9.6　　9.9　　19.5　　　19.7　　　　　　13

23.3　　　336.2　　9.4　　9.3　　18.7　　　18.1　　　　　　12

Heavy

　　　0

　　10-"

　　10‾3

2×10-3

28.2　　　539.4　　15.0　　17". 5　　32.5　　　32.8　　　April 10

28.2　　　596.9　　16.9　　18.5　　35.4　　　35.8　　　　　　　9

28.0　　　527.3　　14.3　　16.3 -31.1　　　31.3　　　　　　　9

27.7　　　502.6　　13.0　　13.5　　26.5　　　26.9　　　　　　　8

　･゛Di】ution of DecaAce foliage agent

　デカエースのかん注の効果を見ると, 10,000倍液では葉面積力4増加し，葉重も増加した。それは

根重の増加によるものであった。しかし草丈は抑制される傾向が見られ，かん水溶液の濃度か高ま

るにつれて著しく抑制された。　それに伴って葉，茎，根ともに発育か阻害されたが，開花につい

てはかん水溶液の濃度か濃いほど促進され, 500倍液では２日ほど無処理区にくらべ早く開花し

た。
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　（2）体内成分に及ぼす影響

　Table 4 によれば，ルチソ溶液のかん注により，体内無機成分濃度か増加する傾向か見られた

が，リン酸については明らかでなかった。

　かん注濃度が高いほど無機成分濃度が高まる傾向か見られた。

Table 4. Ｅｆｆｅｃtｏｆ ｓol･I　ai＞ｌ>licatｉｏｎ ｏｆ ｒｗttｎ ｓｏtittｉｏｎ ０７１tｈｅ ｍｉｎｅｒａｌ ｃｏｍｉｊｏｓitｉｏｎ１７１

　　tｏｍａtｏ ｓｅｅｄｌｉ･ｎｇｓａにｒａｎ％ｐｌａ７１１１ｎｇtｉｍｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Percent on dry weight)

　　0

　　10-4

　　10-3

2×10-3

2
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　＊　Dilutionof DecaAce foliageagent

　（ろ）初期収量に及ぼす影響

　第１花房第１花の開花時に定植し，開花結実せしめた結果, Table 5 のような成績がえられ

た。

TabIe　5- 　Ejfeciｔt　ｏｆ ｓoil　ａｂｂｌｉｃａｌｉｏｎ　of　ｒｔＵｉｎ　ｓoliUi･ｏｎ ｄｕｎ･Ｊｉｇ 　tｈｅ ｃｏａｒｓｅ ｏｆ　ｒaiｓｉｎｇ

　　ｓｅｅｄｌｉｎｇｓ ０７１ 山ｅ ｅａｒりｙｉｅｌｄ ｏｆ£ｏｎｉａｉｏ ｐｌａｎtｓ

　　0

　　lo-"

　　10-3

2×10-3

　　0

　　10-4

　　10-3

2 xio-3

1080

960

1235

1040

-

1295

1260

0
0

5
4

9
8

1015

1240

915

1095

-

915

1110

0
5

8
6

｛
６
７

1605

1795

1930

1765

1435

1575

1745

1945

3700

3995

4080

3900

3645

3945

3575

3550

　＊　Dilutionof DecaAce foliageagent

　少肥苗は多肥苗にくらべ，収量が増加する傾向が見られ，ルチン溶液のかん注によっても増加す

る傾向が見られた。

　多肥苗ではルチン溶液かん注の効果は見られなかったか, 10,000倍液ではやや増加していた。

　少肥苗及び多肥苗をとおして見ると, 500倍液では濃すぎるように思われた。

　考察　育苗時の多肥は本ぽで細根となり，収量のあからないことを報告(9)しているが，本実験で

も同様の傾向が認められた。このような多肥苗では10,000倍液程度のうすい液のかん注で効果が多

少認められたが，概して効果は弱く，過繁茂を抑制する効果は認められなかった。
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一一一一一一　　一一一一一一

　一方少肥苗ではルチンかん注効果高く, 10,000倍あるいは1,00り倍液の効果が著しかった。500倍

液のかん注ではやや濃いのではないかと思われた。

　　　　　　　　　　　　５．第５実験　砂耕によるルチン溶剤の影響

　材料及び方法　ときわ光３号Ｐ型品種を供試し，５月１日まき，５月10日に1/5000のポットの砂

に鉢上げした。

　苗の育苗は水耕液を供試し，砂耕を行なった。

　ポットを２区に分け，１区は少肥区として三要素各200ppmを与え，他区は多肥区として400

ppmを施した。　なお各ポットには石灰，苦土，微丘t要素柴非通として施し，毎日かけ流しで処理

した。使用肥料は硝酸石灰，リン酸カリなどである。

　ルチン溶液のかん注処理は２～３葉期の５月20日及び４～５葉期の25日それぞれ100 m1ずつか

ん注した。

　ルチン溶液は次のようにして調整した。

　（1）メチルアルコール区　ルチンをメチルアルコール10 mトに溶かし，後蒸溜水で稀釈して5

ppm液を作った。

　（2）アンモニア水区　市販のアンモニア水10 ml でルチンを溶かし，後蒸溜水で稀釈して５ ppm

液を作成した。

　（3）カセイソーダ区　1/lONカセイソーダ液10 m1を用い，ルチンを溶かした後稀釈して作成

した。濃度は５ ppm である。　　　　　　　　　　-･　　　ト　‥

　（4）デカエース区　蒸溜水で所定濃度までうすめて5 ppm溶液を作成した。

　（5）水区　対照区として水かん注区を設けた○　　　　－　　　　｀ﾐ

　５月29日に苗の生育調査を行う一方一部はそのまま砂耕を行い，６月17日に打切った。

　この間の着果数について調査した。

　結果（1）生育に及ぼす影響

　Table 6 に見られるとおり，多肥によって葉面積，葉重，茎重か増加し，地上部の生育が促され

たが，根重は少なく，抑制されていた。

Tab】e 6. Ｅｆｆｅｃt　of ｓoil 叫iplicati･０７１ ０ｆ ｒl雨･ｎ ｄt･＾ｓolｖｅｄｌりitｈ　ｄｉｆｆｅｒとnlｓoiｕｅｎｌｓｏｎ tｈｅ

　　ｇｒＯＴむIh　in　ｃｕｃｕｍｂｅｒ ｓｅｅｄｌｉｎｇｓ　in　sａれｄｃｄはｒｅ.

Fertilizer Rutin solution
Plant　　Leaf　　　　　Top weight

g

height　　area　　　　　　　　　　　　　　　　Root weight
g

　　　cm　　　cm2　Leaves　Stem　Total

Light

Untreated

Methanol

1 N NaOH
DecaAce

AmmoniacalWater

60.0　　1254.'!　　　36.5　　37.6　　74.1　　　　34.5

57.0　　1643.8　　　36.4　　35.4　　71.4　　　　35.1

62.0　　1696.1　　　36. 1　　34.7　　70.8　　　　36.8

65.0　　1674.4　・　　38.9　　37.7　　76.6　　　　36.4

49.0　　1232.0　　　29.8　　26.0　　55.8　　　　30.7

Heavy

Untreated

Methanol

1 N NaOH
DecaAce

AmmoniacalWater

60.5　　1710.7　　　42.9　　41.5　　84.4　　　　30.1

65.0　　1873.4」　47.5　　39.8　　87.3　　　　32.6

69.5　　1786.8　　　44.6　　46. 1　　90.7　　　　28.7

77.0　　1970.1　　　48.2　　51.4　　99.6　　　　31.5

47.0　1370.8　.1 33.3 . 28-3　61.6　　　25.7
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　ルチン溶液かん注の効果を見ると，アンモニア水区を除き，地上部の生育を促したJこの傾向は

少肥区，多肥区ともに見られた。しかし多肥区では根の発育か抑制される傾向が見られた。

　（2）体内成分に及ぼす影響

　分析結果はTable 7 のとおりで，アンモニア冰区を除いて多肥区では無機成分含有率か高い傾

向が見られるが，少肥区では一定の傾向か見られなかった。

Tab＼e l. Ｅｆｆｅｃtof ｓol･I　ａｐｐｌｉｃａtｉｏｎｏｆｒｕlin diｓｓolｖｅｄ ｔむitｈ　ｄｉｆｆｅｒｅｎt　ｓolｖｅｎtｓｏｎ tｈｅ

　　ｍｉｎｅｒａｌ ｃｏｍｐｏＭｉｏｎ ｉｎ ｃｕｃｕｍｂｅｒ ｓｅｅｄｌｉｎｇｓ　　　　　　　　　　(Percent on dry wight)

Untreated

Methanol

1 Ｎ NaOH

DecaAce

Ammoniacal Water

Untreated

Methanol

１Ｎ NaOH

DecaAce

Ammoniacal Water

5.00

5.92

5.29

0.08

6.73

-

5.29

5.86

5.89

6.22

5.59

0.77

0.79

0.74

0.74

0.66

0.54

0.53

0.55

0.69

0.65

4.61

4.29

4.13

5.13

4.21

-

4.16

4.38

4.80

4.81

4.07

5.82

5.47

5.51

6.97

5.30

-

5.39

5.60

5.99

5.45

5. 10

0.40

0.50

0.48

0.49

0.41

-

0.49

0.42

0.48

0.48

0.53

　アンモニア水区では無処理区にくらべて，チッソ，リン酸を除いてカリ，石灰,･苦土含有率か低

く，アンモニアの影響か認められた。

　１株当りの吸収量について調査しう結果はTable 8 のとおりで，アンモニア水区は総ての成分

について少く，カセイソーダ区及びデカエース区は反対に多かった。メチルアルコール区は多く含

まれる無機成分もあるが，少ない成分もあって一定していない。しかしチッソについては多肥区少

肥区ともに多かった。

Tab＼e S、Ｅｆｆｅｃt　of ｓoil　ａｐｐｌｉｃａtｉｏｎ　of　ｒｕtin　diｓｓolｖｅｄ ｔむilh diffeｒｅｎｌ　ｓolｕｅｎtｓｏｎ 小ｅ

　　ａｍｏｕｎt　ｏｆ ｍｉｎｅｒal　abｓｏｒｐtｉｏｎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(mg/Plant)

Untreated

Methanol

1 Ｎ NaOH

DecaAce

Ammoniacal Water

Untreated

Methanol

１Ｎ NaOH

DecaAce

Ammoniacal water

0
0
7
1
0
0

7
L
O

C
~
―

W
i

O
n

4
L
T
)

l
O

v
O

-
^

４
Ｃ
Ｏ

s
O

O

0

3
9
3
8
1

5
5
6
6
4

72.4

73.5

80.7

79.2

48.8

-

54.5

54.1

59.4

71.7

48.8

433.3

399.0

450.2

548.9

311.5

420.2

446.8

518.4

495.5

305.3

547.1

508.7

600.6

745.8

392.2

545.0

571.2

646.9

561.4

382.5

432.4

465.0

523.0

524.3

303.4

494.9

428.4

518.4

494.4

386.9
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　（5）結実に及ぼす影響

　Table 9 によれば，第１雌花の着生節位は多肥区よりも少肥区で低く，ルチン溶液処理の影響は

少肥区では認められなかったが，多肥区でやや促進される傾向か見られた。

Tａｂ＼ｅ ９: Ｅｆｅｃt ０／ ｓｏtZ aｔｉｊｂｌｉｃａｉｉｏｎ ｏｆ Ｔｕｉｉｎ ｄｉｓｓolｖｅｄ ■ｗitｈ ｄｉｆｆｅｒｅｎt ｓｏｔｕｅｎｉｉ ０７１ tｈｅ

　　ｅαΓりｙｉｅｌｄ ｉｎ ｃｕｃｕｍｂｅｒ　ｐｌａｎtｓ in ｓａｎｄ ｃｕltｕｒｅ

Medium Rutinsolution
Node　　　　　　　　Date　　　　　　　　　　N0.

0f　　　　　　　　　●of・　　　　　　　　　of
firstfemale flower　female flower openinf　fruits harvested

Light

Untreated

Methanol

1 N NaOH
DecaAce

Ammoniacal water

6.0　　　/　　　June　　2.0　　　　　　　5.3

6.5　　　　　　　May　　31.0　　　　　　6.5

5.5　　　　　　　June　　2.5　　　　　　　5.0

7.0　　　　　　　June　　1.5　　　　　　　6.0

7.5　　　　　　　June ’ 6.5　　　　　　　7.0

Heavy

Untreated

Methanol

1 N NaOH
DecaAce

Ammoniacal water

9.0　　　　　　　June　　7.0　　　　　　　4.0

8.3　　　　　　　June　　ｌ．0　　　　　　　3.3

7.3　　　　　　　June　　5.0　　　　　　4.0

6.3　　　　　　　June　　5.3　　　　　　　4.3

8.3　　　　　　、June　　6.0　　　　　　　4.0

　そして収穫本数は多肥区で少なく，少肥区で多い傾向が見られた。,またルチン溶液かん注の効果

は多肥区で見られなかったか，少肥区で見られ，アンモニア水区で著しく多かった。

　考察　ルチン溶剤の影響を見ると，アンモニア水で溶かした場合根をいためやすく，その結果養

分吸収か阻害され，生育か抑制される傾向が見られたか，反対に生殖生長が促されて収穫本数は多

かった。

　カセイソーダあるいはメチルアルコールでもデカエースと同じ促進効果か認められたことからデ

カエースの効果もルチンの影響と考えられる。しかしルチンか土壌中でどのように働きかけて無機

成分の吸収を促進するのかについては今後の研究にまちたいものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　４，綜　合　考　察こ

　第１～３実験によって土壌かん注の生育に及ぼす影響が認められ，その原因は無機成分の吸収促

進か関与しているものと思われた。

　ただトマト，キュウリのような多肥による過繁茂の防止には効果が弱いように思われた。

　つるぼけや過繁茂防止にはルチンの葉面散布が必要で，養分の吸収促進に土壌かん注が効果的で

あるといえる。

　土壌かん注濃度について見るとデカエースの5,000～10,000倍液，ルチンの5 ppm 溶液か望ま

しく, 1,000倍以上では濃すぎるように思われる。ただトマト，キュウリでしか実験していないの

で，他の作物を供試して検討する必要かあろう。

　最近植物と環境との相互作用が他感作用（アレロパシー）によることが認識され，植物体内で生

産されるフェノール化合物か他感作用の作用物質として注目されている。（jlass（1o）は他感作用の意

義を明らかにする目的で，切りとった根のイオン吸収に及ぼす土壌中のフェノール酸の影響につい

て検討し，パラハイドロオキシ安息香酸の濃度か高いほどカリ吸収を阻害することを認めている。

しかしフェノール酸のない培地に根を戻すとカリの吸収を回復することを確認している。
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　リン酸についても同様な影響を与えることを示しているが，ルチンのようなフラボノイド化合物

にういては研究されていない。

　また土壌中のフェノール酸がどの位蓄積されたら作用するのか，土性によって変化かあるのかは

今後の課題であるとしている。

　本実験ではルチンが無機成分の吸収を促しているので，フェノール酸との関連について検討を加

える必要を感ずる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５，摘　　　要

　ルチン溶液の土壌かん注についての効果をキュウリ，トマトを供試して行ない，生育調査並びに

無機成分の吸収について分析を行なった。

　1.　リン酸及び石灰を組合せ処翠し，デカJI－スのO ・ 10,000倍, 5,000倍液をかん注してキュ

ウリ苗の生育に及ぼす影響を調査した結果は多石灰区では生育は抑制される傾向が見られたが，か

ん注によって生育が促進された。

　リン酸の少ない場合リン酸の吸収量がかん注によって増加したか，多い場合は見られなかった。

　2.多肥及び少肥下で育苗中のトマトを供試し，デカエースの0 , 10,000倍, 1,000ｲ乱500倍液

をかん注し，トマト苗の生育及び初期収量に及ぼす影響を調査した。

　多肥下の土壌かん注では効果は認められなかったか，少肥下では効果が認められ，初期収量も増

加する傾向が認められた。かん注濃度として10,000～1,000倍が適当と思われた。

　3.多肥及び少肥の砂耕下で育苗中のキュウリ苗に対し，ルチン溶剤の影響を見るために，メチ

ルアルコール，カセイソーダ，アンモニア水でルチンを溶かし･て5 ppm 溶液としてかん注した。

対照としてデカエースを稀釈してルチン含有量か5 ppm になるようにしてかん注した区と水かん

注区とを設けた。

　その結果アンモニア水区を除き生育促進が見られた。それに伴って無機成分の吸収量も増加する

傾向が見られた。
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